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『摂南大学教育学研究』第８号発刊にあたって 
 
                      「摂南大学教育学研究」編集委員会 
                         委員長  深 川 八 郎 
 
 
 この度、『摂南大学教育学研究』(Bulletin of Educational Research of Setsunan University)
第８号が完成いたしましたので、発刊いたします。 
 本研究会は、摂南大学教務部教職教室の教員及び教職課程を履修した卒業生を中心に、教育
の理論および実践的交流誌として発刊するもので、教職教室の研究事業として八年の歳月を刻
むこととなります。 
 ところで、今、現実に目を向けますと、我が国はバブル経済崩壊以降低迷を続け、続くリー
マンショックに発するアメリカ経済の不況と EU 諸国の金融危機は円高を伴って日本経済を不
安定なものにし、中小企業経営と若者の雇用に甚大な影響を及ぼしています。しかし、そうい
った不況下であっても、消費化社会はその内実をよりエスカレートさせ、人々は「消費」と「サ
ービス」に張り巡らされた日常を当然のごとく受け止め、人間本来のつながりや関わり方を見
失いつつあるように思います。 
 ３月に起こった東日本大震災は、あらためて、日本の置かれた国土としての危うさと人間生
活の基本 (生活共同体を維持しながら、自然災害を克服していかねばならないこと) の大切さを
覚醒させてくれたように思います。 
 我が国の近代学校制度が確立されて、約 140 年の歳月が流れますが、制度疲労を起こしつつ
ある部分は当然ありますが、日本の教師たちが築いてきた遺産は独自の大切なものとして引き
継ぎ発展させていく必要があると思います。つまり「師」であったり「師匠」であることから
生まれた人間の深いきずなが我が国の教育を下支えしてきたように思います。東日本大震災で
あらためて見つめ直すことが出来た、人間の繋がることの大切さを今一度教育の中で捉え直し
ていく必要があるように思います。 
 本学の発展と共に教職教室の教育内容が益々充実していくための一助となるために、この『摂
南大学教育学研究』が役立つことを願っています。 
 
                                2012年 1月 31日 
  
  
『摂南大学教育学研究』の発行および執筆等に関する申し合わせ 
2004 年 12 月 24 日制定 
 
第１条 摂南大学教職教室（以下「本教室」という）は、研究および教室活動の成果の発表を
目的として、本教室の機関誌として『摂南大学教育学研究』（英文名 Bulletin of 
Educational Research of Setsunan University）（以下「本年報」という）を発行する。 
  ② 本年報は、原則として年１回発行する。ただし、必要に応じて特別号を発行すること 
   ができる。 
  ③ 発行・配布等にかかる費用は、本教室予算の一部をもってあてる。 
第２条 編集兼発行者は、摂南大学教職教室『摂南大学教育学研究』編集委員会（以下「委員 
   会」という）とする。 
第３条 委員会は、本教室全専任教員により構成する。 
  ② 委員長は、本教室主任が務める。 
  ③ 委員会に幹事をおき、委員の互選によりこれを決定する。幹事の任期は、当分の間、 
   これを定めない。 
第４条 執筆者は、当分の間、次のとおりとする。 
   １．本教室専任教員 
   ２．本教室非常勤教員 
   ３．本学教職課程修了者 
   ４．本教室専任教員を含む共同研究者 
   ５．その他、委員が必要と認める者で、委員会の承認を得た者 
  ② 執筆を希望する者は、執筆の意思を事前に委員に対し明らかにしなければならない。 
第５条 本年報に掲載する著作は、次の４種に区分する。 
   １．研究論文   ：原著性のある研究の成果 
   ２．実践報告   ：教職教育、学校教育の実践について記述・解説したもので、原著 
     性、記録性のあるもの 
   ３．資料・文献紹介：紹介者の問題関心に即して有意味な書籍、文献、資料等を紹介、 
     解説、評価したもの 
   ４．特別寄稿   ：委員会が必要と認めて依頼したもの 
第６条 本年報に掲載する著作の本文原稿（引用注、参照文献等を含む）は、横組みとし、原 
   則として次の分量とする。 
   １．論文、実践報告：４００字詰め原稿用紙４０枚程度。（16,000 字程度） 
   ２．文献・資料紹介：同２５枚程度。（10,000 字程度） 
  ② 図表等を挿入する場合は、およその挿入箇所を予め指定し、これを含めて前項の分量 
   に収めるものとする。 
  ③ 前項の分量を著しく超えるものは、委員会の議を経て、分割掲載することがある。 
  
  
 
 
 
第７条 本年報に掲載する著作は、原則として日本語によるものとする。 
  ② 外国語により著作を掲載しようとする者は、原則として邦訳文を添付しなければなら 
   ない。その場合、邦訳文を前条の分量に収めるものとする。 
第８条 執筆者は、本文原稿のほかに、次のものを添付して提出するものとする。 
   １．本文要約（８００字以内） 
   ２．タイトル、氏名、所属、連絡先、著作区分 
   ３．タイトル・氏名の英語表記 
  ② 原稿提出にあたっては、本文原稿のほかに前項のものを原則としてフロッピーディス 
   クに収め、印刷物と併せて提出するものとする。 
第９条 原稿提出の期限は、委員会が決定し、執筆希望者に明らかにする。 
  ② 原稿の受付日は、委員会に提出された日とする。 
第10条 委員会は、提出された原稿について、本年報に掲載の適否を判断するため、査読委員 
   会を構成し、査読を依頼する。 
  ② 委員会は、当分の間、査読委員会を兼ねる。 
  ③ 査読委員会は、提出された原稿を査読し、掲載の適否、修正等に関する意見を委員会 
   に報告する。 
第11条 委員会は、査読委員会の報告を踏まえ、原稿の掲載の可否を決定し、また執筆者に対 
   し補筆、修正等を求めることができる。 
第12条 校正は、執筆者が行い、原則として２校までとする。 
  ② 校正時における原稿の大幅な変更は、これを認めない。 
第13条 執筆は原則として無償とするが、特別な印刷等の仕様を要する場合は、執筆者に実費 
   を請求する場合がある。 
第14条 本年報の配布先は、委員会が選定する。 
付 則 この申し合わせは 2004 年 12 月 24 日から施行する。 
 
  
編集後記 
 
 ３．１１．東日本大震災という未曾有の大災害に見舞われ、福島原子力発電所の事故・放射
能汚染、その他台風豪雨被害など、自然の脅威の前にわれわれ人間の非力さを痛切に感ずる年
でありました。年賀に添えられた「去年ほど泣いた年はありません」という知人からのことば
に、心底共感を覚え、胸が痛みました。みなが涙したこの年をどう受けとめればよいのか。い
ま復興に向け全力で立ち向かう現地の人びとの「被災後」を祈らずにはおられません。 
 この大災害からまもなく一年になろうとしている現在、 『摂南大学教育学研究』第８号を刊 
行することになりました。ニュース等で、連日、被災地の人びとのおかれている状況に接しな
がら、編集作業を進めました。あまりにも大きなショックと悲痛な思いのなかで日々が過ぎて
いきました。 
 編集幹事としての作業が、思うように進めることができなかったことをお詫びいたします。
また発刊から８年、その緊張感に希薄化やかげりを懸念しながらの刊行となりましたことは、
編集幹事の責任という他はありません。それにもかかわらず、原稿をお寄せ頂いた各執筆者に
救われました。こころより御礼申し上げます。 
 本研究誌が発刊の初心に立ち返って、今後も永く教育と研究の現場から、教員養成の実践を
積み上げ、情報を発信していくことの責務と重要性は疑い得ません。教職教室の教員はもちろ
ん、教職課程のＯＢ・ＯＧの実践や研究の発表の場として拡がることを祈っています。教職に
就き、自らの実践と其の発想を問いながら、各自があらたな実践を切りひらいていくことがで
きるよう願ってやみません。 
 
 
                          ２０１２年１月３１日 
 
編集委員・幹事  村 田 俊 明 
 
